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4 歳 以下で発症 し た ぺ ル テ ス 病症例 の 治療成績

国 立成育医療研究セ ン タ ー病院整形外科

日 下部 浩 ・ 高 山 真一郎 ・ 関 敦 仁 ・ 家 田 友 樹

都立小児総合医療セ ン タ ー整形外科

下 村 哲 史

要 旨 国立小児病院で、外転装具 に よ り 治療 さ れ， 14 歳以上 ま で経過観察 さ れた 4 歳以下発症 ペ

ル テ ス 病症例 14 19U 16 J肢の治療成 績 を 検討 し た .

Catterall 分類， la teraJ pillar 分類お よ び成績評価は Stulb巴rg 法 に て X 線学的 に 検討 し た .

Catterall 分類 group 1 ，  2 が O 股， 3 が 4 )投， 4 が 12 股で あ っ た . そ の う ち ， group 3 は 3 股 (75 % )

が Stulberg c1ass 1 - 1I ，  1 股 (25% ) が 田 ， 4 は 8 股 (67 % ) が 1 - 1I  ， 国 お よ び N - V と な っ た 関節iが，

そ れぞれ 2 股 (17% ) ずつ で あ っ た Lateral pillar 分類で は group A が O 股， B が 8 股， B/C border 

が 3 股， C が 5 股で あ り ， B の 7 股 (88% ) が Stulberg c1ass 1 - 1I ，  1 股 ( 13 % ) が 皿 ， B/C border の

3 股 (100 % ) が 1 - II ，  C の う ち 1 - II ， が l 股 (20% ) ， 1II お よ びN - V が 2 股 (40% ) ずっ と な っ た .

4 歳以 下 の ペ ル テ ス 病 は Catterall 分類， la teral pillar 分類 に お い て 重症例が多 い が， 長期成績は

良好な も の が多 く 認め ら れ た .

は じ め に

若年発症の ぺ ル テ ス 病 は予後良好であ る こ と が

多 い と さ れ る 2) 10) 一 方 で、， 高年齢発症例 と 比i肢

し て 予後不 良 で あ る と の報告 も 存在 す る 8) 今 回

我 々 は ， 若年発症 の ペ ル テ ス 病の 予後 を 明 ら か に

す る 目 的で， 4 歳以下で発症 し た ぺ ル テ ス 病症例

に 対す る 国立小児病 院 (現 ・ 国 立 成 育 医療研究セ

ン タ ー病 院) に お け る 外111i_;装具療 法 の 長期成績の

調査 を 行 っ た .

歳以上 ま で経過観察 し 得た 14 例 1 6 股 を 対象 と し

た . 男 12 例 1 3 股， 女 2 例 3 股で あ り ， 発症時年

齢 は 2 . 8�4 . 9 (平 均 4 . 2) 歳， 経 過 観 察 期 間 は

9 . 7� 16 . 8 (平均 12 . 6) 年， 追跡率は 32 . 6 % で あ っ

た

対象 ・ 方法

1980�1 999 年 の 聞 に 発症 後 6 か 月 以 内 に 国 立

小 児病院整形外科を 受診 し た 4 歳以下発症 の ペ ル

テ ス 病症例 は 43 例 46 股で あ っ た . こ の う ち 14

治療方法 は ， 水平外転位で の 牽 引 の 後装具療法

が行わ れて い た . 可動域制限が長 期 化 す る 場合，

*治療に よ る 可動域訓練が追加 さ れて い た .

装具に は 当 時 は 若年 発症例 に 対 し て も 外転 免荷

装具で あ る Tachdj ian 装具5) が使用 さ れ て お り ，

両側例 な ど Tachdj i a n 装 具 が使用 困 難 な 場合 に

は 外転 荷 重 装 具 で あ る Atlanta Scottish Rite 装

具5) が使用 さ れ て い た . 今 回 対象 群 で は T achd­

Jlan 装具が 10 例 ， 10 股 ， Atlanta Scottish Rite 装

具が 4 例， 6 !投 に 使用 さ れて い た .

Key words ・ Legg一Calvé-Perthes diseas巴 ( ペ ル テ ス 病 ) ， less than four years old (4 歳以下) ， brace treatmen t (装具治療) ，
mid-term outCOl11巴 ( 中 期成績)
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表 1. Catterall 分類に 対す る Stulberg 分類 に よ る 成績
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3 (75% )  

8 (67% )  

1 1  (69 % )  

0 

0 

2 ( 17%) 

2 ( 13%)  

1 (25% )  

2 (17% ) 

3 ( 19 % )  

P Value = l (Fish巴l、 巴xact test) 

表 2. Lateral pillar 分類 に対す る Stulberg 分類に よ る 成績

B 8 7 (88% )  1 (13% ) 。

B/C 3 3 (100 % )  。 。
C 5 1 (20%) 2 (40% )  2 (40% )  

total 16 1 1 (69%)  3 ( 19%)  2 ( 13%)  

P Value = O .  0579 (Fi凶ωs針h巴引r、 exact t匂巴s坑t)

X 線学的検討項 目 と し て ， Catterall 分類1)5)

2004 年 に 改訂 さ れ た Lateral pillar 分類3)5) 病期

分 類 に は W a ld e n s tröm 分 類5) 成 績 評 価 に は

Stulberg 分類5)9) を 用 い た .

統計学的検定 に は ， t 検定 お よ び分割表検定 に

は Fisher の 正確確率検定 を 用 い ， p 値 0 . 05 未満

を も っ て 有意差 あ り と 判定 し た .

結 果

Catterall 分類 と lateral pillar 分類の分布 で は ，

C a  t te rall 分 類 group 1 お よ び 2 を O 股 (0% ) ，

group 3 お よ び 4 を そ れ ぞ れ 4 股 (25% ) ， 1 2 股

(75% ) 認 め た .

Lateral pillar 分類で は group A は O 股 (0 % ) ，

group B を 8 股 (44% ) ，  group B/C border を 3 股

(19% ) ，  group C を 5 股 (38% ) 認め た .

Stulberg 分 類 に よ る 治療成績 は ， class 1 お よ

び E が 1 1 股 (69% ) ， class 皿 が 3 股 ( 19% ) ， class 

W お よ び V が 2 M.生 ( 1 3 % ) と な っ た .

性別 で は ， 男 児 は Stulberg class 1 お よ び E が

10 股， class III が 1 股， class N お よ び V が 2 股，

女児 は そ れぞれ l 股， 2 股， 0 股 と な り Fisher の

正確確率検定 に よ る P 値 は 0 . 0964 で あ っ た .

Catterall 分類で は group 3 は 3 股 が Stulb巴rg

分類 class 1 お よ び II ， 1 股が 皿 と な り ， group 4 

は Stulberg 分類 I お よ び E が 8 股， 田 が 2 股， N

お よ び V が 2 股 と な り ， P 値 は l で あ っ た (表 1 ) . 

Catterall group お よ び “head-at-risk" factors 

の個数 と 成績 で は ， 成 績 は 個 数に よ ら ず， 分布 に

傾 向 は 認 め ら れな か っ た .

Lateral pillar 分 類 で は ， group B は 7 股 が

S t u l b e r g 分 類 I お よ び II ， 1 股 が 皿 と な り ，

group B/C border は Stulberg 分類 I お よ び E が

3 股， group C は Stulberg 分類 I お よ び E が l 股，

E が 2 股， N お よ び V が 2 股 と な り ， P 値 は

0 . 0579 で あ っ た (表 2) . 

装具の種別 に 対す る 治療成 績 は ， Atlanta Scot­

tish Rite 装 具 で は Stulberg class 1 お よ び E が 2

股， class 皿 が 3 股， class N お よ び V が l 股，

表 3.
各病期 の期間の比較

二三8 years 247 789 55 I 0 . 410999 

三玉4 ye釦 S 218 287 140 

;;:>:8 years 217 406 67 I 0 . 993225 

三三4 years 1749 3461 340 

553 98 1 3 即2 X 10-7 

. Kusakabe 2004 (mor巴 出an 8 years of age) 
キt-test

. present study (less 出an 4 years of age) 

362 



図 1. 症例 l
a : 5 . 7 歳 b : 20 . 2 歳

a 
b 

Tachdjian 装具で は そ れぞれ 9 股， 0 股， 1 股 と な

り P 値 は 0 . 0151 で あ っ た .

Waldenström 分 類 に よ る 各病 期 の 期 間 の 平均

日 数 は 症 状 発 現 か ら s t a g e II ま で が 199 日 ，

stage II が 218 日 ， stage 皿 が 1749 日 で あ っ た (表

3) . 

装具装着開始 ま での 日 数 を 比較す る と ， 初発症

状発現か ら の 日 数， 初 診か ら の 日 数 は Stulberg

分類 I ま た は E と な っ た 症 例 で は 77"-'309 (平均

151 ) 日 ， 21"-' 14l (平均 266) 日 ， 田 以上 と な っ た症

例 で は 184"-'374 (平均 266) 日 ， 25"-'1 98 (平均 139)

日 で あ り ， Stulberg 分類 皿 以上 と な っ た 症例 で は

有 意 に 長期間 を 要 し て い た.

Stulberg 分類 E 以上 と な っ た 症例 を 呈示 す る .

症例 1 : 発症時 4 . 9 歳 (初診時 5 . 4 歳) ， 男 児

発症時 4 . 9 歳 両 側 発 生例 で あ る . Catterall 分

類 は 両側 group 4， lateral pillar 分類 は両側 group

C で あ っ た ( 図 1-a) . 

水平外転牽 引 を 行 い ， 経過 中水治療 に よ る 股関

節可動域訓練 を 追加 し ， 初診 よ り 6 か 月 目 に 外転

荷重装具装着開始， Waldenström 病期 は 初診時

stage 1 ， 装具開始 時 は E で あ っ た .

治療成績 は Stulberg 分類右 N ， 左 E と な っ た

( 図 1-b) . 

症例 2 : 発症時 4 . 8 歳 (初診時 5 . 0 戯) ， 女児

両側発 生例 で あ る . Catterall 分類 は 右 group

4， 左 group 3， lateral pillar 分類 は 右 group C， 左

group B で あ っ た ( 図 2-a) . 水 平 外 転 牽 引 を 行

い ， 初 診 よ り 6 か 月 目 に 外転荷重装具装着開始，

図 2. 症例 2
a : 5 . 4 歳 b : 18 . 8 歳

a 
b 

病}聞 は 初診時 stage 1 ， 装具開始 時 は H で あ っ た .

最終成績 は Stulberg 分類 両 側 E と な っ た ( 図

2-b) . 

考 察

若年発症の ぺ ル テ ス 病 は ， Snyder ら に よ る 自

然経過例 の検討で、成績不良例が多か っ た と い う 報

告 が あ る が8) 外転装 具 を 使用 し た 保存 治療 で は

成績良 好 と す る も の が 多 い2) 10) 今 回 調 査 で も 同

様 に Stulberg class 1 お よ び E の 良好例が多 か っ

た

Catterall 分類 に 対 す る 治 療成 績 で は group 3 

は 3 股が Stulberg class 1 お よ び n ， 1 股が 固 で

あ り ， group 4 で も Stult】erg class 1 - II と な っ た

症例が多 か っ た (表 1 ) . 

Lateral pillar 分類 に 対 す る 治療成績 で は group

B の 8 例 中 7 例 ， B/C border の 3 例 全例 が Stul

b巴rg class 1 - II と な り ， C で は Stulberg class m 

以 上例が多 く 予後 不 良 と な っ て い た (表 2) . こ の

結 果 の F i s h e r の 正 確 確 率 検 定 に よ る P 値 は

0 . 0579 で あ り 緩や か な 相 闘 を 認 め る も の の 統 計

学的有意差 は認 め な か っ た .

今回調査 と 諸家の装具治療の調査結果 を 比較 す

る と ， 匡| 立 小 児 病 院 の 3 . 8 歳 か ら 10 . 1 歳 ま で を

対象 と し た 西脇 ら の 調 査ぺ 6 歳か ら 12 歳 ま で を

対 象 と し た 2004 年 の Herring ら に よ る 調査4) で

は lateral pillar 分類で は group A， B， B/C bor­

der， C の順 に 西脇 ら の 調査 で は 1 2 % ， 49% ， 1 7 % ，

22 % ，  Herring ら の調査で は 1 . 8 % ， 63 % ，  1 8 % ，  
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1 7 % で あ り ， 今回調査で は group C が多か っ た .

Stulberg 分類 に よ る 治療成績は ， 諸家の報告で

は class 1 お よ び II ， m ，  N お よ び V の順 に ， 西脇

ら の調査で は 6 1 % ，  22 % ，  1 7 % ，  Herring ら の調

査 で は 51 % ，  34% ，  1 5% で あ り ， 今 回 調 査 で は

class 1 お よ び E と な っ た症例が多か っ た .

装具の種別 に 対す る 治療成 績 は ， Atlanta Scot­

tish Rite 装具治療例 と 比較 し て Tachdjian 装具治

療 例 が有 意 に 良 好 で あ っ た が， Atlanta Scottish 

Rit巴 装具使用 例 に は Tachdj ian 装 具 の 装 着 困 難

な 両側例 2 例 す べ て が含 ま れて お り ， ま た lat巴r­

al Pillar Group が C で あ る 関節が多 く ， 必ず し も

装具に よ る 結果 の 相違 と は 考 え に く い .

Waldenström 分 類 に よ る 各病 期 の 期 間 を 今 回

調査 と 国立小児病院の 8 歳以上の症例 を 対象 と し

た 筆者 ら の 調査6) と 比較 す る と ， stage m ，  Heal­

ing or reossificatin stage が有意 に長期間であ り ，

Stage m が長 期 で あ る こ と は 骨頭形態の修復 さ れ

る 期 間が長 い こ と に な り そ の結果比較的予後良

好 と な る こ と が考 え ら れた (表 3) . 

Stulberg 分類 E 以 上 と な っ た 症例 は 3 例 で あ

り ， Catterall 分類 は group 4 ，  later剖 pillar 分類は

group C が多 く ， 3 例 中 2 例 が両側例で， 装具装

着 開始 ま で の 日 数が長か っ た .

装具装着開始 ま での 日 数 の 比較 で は ， 初発症状

発 現か ら の 日 数， 初診か ら の 日 数 と も Stulberg

分 類 皿 以 上で は 有意 に長期間 を 要 し て い た .

結 論

4 歳 以 下 発 症 の ペ ル テ ス 病 は Catterall 分類で

は group 4， lateral pillar 分 類 で は ， group B/C 

border と group C が多 か っ た .

治療成績 は Stulberg 分類 class 1 ま た は E と

な っ た 症 例 が 多 か っ た が， lateral pillar 分 類

group C で は class m 以上が多か っ た .

Waldenström 分類 に よ る 病期 の期 間 で は stag巴

364 

皿 が長期間であ っ た .

成 績 不 良 例 に は Lateral Pillar 分 類 group C， 

Catterall 分類 group 4， 両側擢患で装具装着開始

ま での 日 数が長 い も の が 多か っ た .
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l Abstract I 
Treatment O utcome of Legg-Calvé-Perthes Disease in Those with 

Onset at Less than 4 Years Old : Mid-Term Outcome from Treatment 

Using Abduction Orthosis 

Hiroshi Kusakabe， M. D.， et a1. 

Division of Orthopedics， Department of Surgical Subspecialties， National Medical Center for 

Children and Mothers， National Center for Child Health and Development 

We report the outcomes from treatment using abduction orthosis of L巴gg-Calvé-Perthes disease 
in infants with onset at younger than 4 years old， and who were followed until at least 14 years old 
Radiological assessments w巴re made using the Catt巴rall classification and the lateral pillar classifi 
cation， and the outcomes assessed using modified Stull:】erg's classification. According to Catterall 
classification， there were no hips at Group 1 or 2， 4 hips at Group 3， and 12 hips at Group 4. The 3 
(75 % )  of the 4 hips at Group 3 were classified as Stulberg class 1 or II and another 1 hip (25 % )  
was classified as cJass III . 8 (67% ) of the 1 2  hips at Group 4 were classifi巴d as Stulberg Class 1 or 
1I ，  2 hips ( 17%) were at Stulberg Class III ， and th巴 0仕1er 2 ( 17%)  were at Stulberg Class N or V 

Th巴re was no hip in lateral pillar Group A. 8 hips in Group B， 3 hips in Group B/C border， and 5 
hips in Group C. The 7 hips (88 % ) of the 7 hips in Group B plus all 3 ( 100% ) of the 3 in Group B/C 
border were classifi巴d as Stulberg Class 1 or 1I .  One (20 % )  of the 5 hips in Group C was classified 
as Stulberg Class 1 or 1I ，  another 2 (40%)  as Class III ， and the other 2 (40 % )  of the 5 hips in Group 
C as Class N .  

Despite many cases classified a s  severe according to the Catterall classification and the lateral 
pillar classification， the majority of these cases with onset at younger than 4 years old treated using 
abduction orthosis showed good prognostic outcome according to the modified Stulberg 
classification 
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